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オ
ダ
イ
・
ズ
ウ
ビ
ー
（O

dai al-Zoubi

）
は
一
九
八
一

年
ダ
マ
ス
カ
ス
生
ま
れ
の
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

あ
る
。
英
国
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
で
哲
学
の

博
士
号
を
取
得
し
た
彼
は
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ

ル
の
著
作
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
を
刊
行
す
る
な
ど
翻
訳
家

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
実
生
活
で
は
、
大
学
院
博

士
課
程
在
学
中
の
二
〇
一
一
年
に
シ
リ
ア
の
反
体
制
運

動
「
シ
リ
ア
革
命
」
を
擁
護
し
た
こ
と
で
シ
リ
ア
か
ら

の
出
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
在

住
で
あ
る
。

　
ズ
ウ
ビ
ー
の
執
筆
活
動
は
多
岐
に
渡
り
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
以
外
で
も
記
事
を
執
筆
し

て
い
る
が
、
そ
の
文
学
作
品
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
執
筆

さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
と
短
編
小
説
と
に
大
別
で
き
る
。

エ
ッ
セ
イ
で
は
、
彼
が
シ
リ
ア
文
化
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ジ
ュ
ム
フ
ー
リ
ー
ヤ
」
や
新
聞
「
ク
ド
ゥ
ス
・
ア
ル

ア
ラ
ビ
ー
」
紙
な
ど
に
寄
稿
し
た
文
を
ま
と
め
た
『
失

わ
れ
た
ウ
ン
ム
・
ハ
ー
シ
ム
の
ラ
ン
プ
（qindīl um

m
 

hāšim
 al-m

afqūd

）』
が
二
〇
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
短
編
作
家
と
し
て
は
二
〇
一
六
年
刊
行

の
短
編
集
『
沈
黙
（al-ṣam

t

）』
を
皮
切
り
に
、『
窓
群

（al-nawāfiḏ

）』（
二
〇
一
七
年
）、『
智
慧
と
無
邪
気
の

書
（kitāb al-ḥikm

a wal-saḏaja

）』（
二
〇
一
九
年
）
の

計
三
冊
の
短
編
集
を
出
し
て
い
る
。
作
品
の
一
部
は
す

で
に
数
か
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
「
寒
い
北

の
試
練
（im

tiḥān al-šim
āl al-bārid

）」
の
英
訳 ‘The 

Trial of the C
old N

orth’

は
、
二
〇
一
九
年
に
『
ア
ジ

ア
短
編
小
説
傑
作
集
（The Best Asian Short Stories 

2019
）』
に
選
出
さ
れ
た
。

　
今
回
翻
訳
し
た
「
挽
歌
（al-m

arṯiya

）」
は
『
失
わ

れ
た
ウ
ン
ム
・
ハ
ー
シ
ム
の
ラ
ン
プ
』
に
収
録
さ
れ
た

一
篇
で
あ
る
。
シ
リ
ア
知
識
人
に
よ
る
「
シ
リ
ア
の
証

言
（silsilat šahādāt sūrīya

）」
シ
リ
ー
ズ
の
十
九
冊

目
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
同
書
は
「
亡
郷
」
と
「
革
命
」

の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
挽
歌
」（
初
出
は

二
〇
一
五
年
八
月
二
七
日
付
「
ジ
ュ
ム
フ
ー
リ
ー
ヤ
」）

は
前
半
の
「
亡
郷
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
本
作
は
二
〇
一
五
年
に
亡
く
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
祖
母
の
思
い
出
を
軸
に
、
シ
リ
ア
の
一
家
の
出
来
事

と
、
二
〇
一
一
年
以
降
の
激
変
を
静
か
な
筆
致
で
描
い

た
作
品
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

作
者
自
身
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
、
母
方
の
一
族
が
キ

リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
と
い
う
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
当

初
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
両
親
の
結
婚
な
ど
、
個
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
状
況
を
よ
り
明
確
に
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。
長
い
年
月
を
か
け
て
多
様
な
家
族

や
隣
人
と
で
築
い
て
き
た
安
住
の
場
が
瓦
解
し
て
い

く
。
祖
国
の
激
変
に
よ
っ
て
自
身
の
記
憶
と
現
状
と
の

接
点
を
見
失
い
、
国
に
残
り
な
が
ら
異
邦
人
と
な
っ
た

祖
母
と
、
祖
母
と
祖
国
を
失
っ
た
作
者
の
喪
失
感
と
悲

し
み
が
後
に
残
る
作
品
で
あ
る
。

　
本
作
で
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
人
び
と
の
隔
た

り
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
切
り
取
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
親
し
い
人
と
の
断
絶
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
も
の

の
大
き
さ
、
そ
し
て
、
そ
の
距
離
を
か
す
か
に
繋
い
で

い
く
通
信
や
記
憶
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
出

国
以
降
、
二
度
と
会
え
な
か
っ
た
祖
母
と
の
連
絡
と
記

憶
。
ダ
マ
ス
カ
ス
へ
の
郷
愁
。
こ
れ
ら
へ
の
思
い
は
、

死
ん
だ
祖
父
の
幻
影
の
よ
う
に
と
き
に
鮮
明
な
姿
を

取
っ
て
現
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
実
体
を

伴
わ
な
い
幻
影
に
す
ぎ
な
い
。
二
〇
二
〇
年
以
降
の
全

世
界
的
な
危
機
に
伴
う
生
活
様
式
の
変
化
と
い
う
全
く

異
な
る
事
情
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
こ
の
隔
た
り
の
問

題
は
、
現
在
、
我
々
も
ま
た
直
面
し
、
意
識
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
作
の
、
断
絶
と
連
絡
の
向
こ

う
に
存
在
す
る
喪
失
を
、
我
々
も
ま
た
経
験
す
る
の
で

は
な
い
か
。
共
同
体
の
は
か
な
さ
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る

作
品
で
あ
る
。

解
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